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誰でも使いやすいトイレ
～オールジェンダートイレ～とは？

日本でもジェンダーの在り方が柔軟になりつつあ
りますが、改善するべき点は多く存在しています。性
の多様性を認める社会の実現に欠かせないのが、
トイレの問題です。
昨今では、誰もが利用できる「オールジェンダート
イレ」が注目されています。

オールジェンダートイレとは性別に関係なく誰もが
使いやすいトイレのことを言います。
多様性を求める声が高まる中、日本では公共施
設を中心に、教育機関や商業施設などで徐々に普
及しています。

そもそもオールジェンダーとは、男女だけでなく、
性的マイノリティを含めたすべての性別を意味しま
す。男女という身体的な性別だけではなく、心の性
も重要視する考え方です。
身体的な性と心の性が異なる場合、外出先に男
女別のトイレしかなければ、どちらも使いづらいとい
う状況になります。
しかし、オールジェンダートイレなら、トイレの選択
に悩む必要はありません。
身体と心の性別は関係なく誰でも利用できます。

世界的にみるとアメリカでは近年、ジェンダーをめ
ぐる意識の高まりを背景に、男女共用のオールジェ
ンダートイレが公共施設などを中心に急速に広がっ
ているそうです。またスウェーデンではオールジェン
ダートイレが主流になっており、台湾でも普及してい
ます。

オールジェンダートイレのメリットは性別関係なく
利用できるというほかにも、介護や育児でトイレ介
助しやすいことや、オールジェンダーを考えるきっか
け作りになり、多様性を受け入れる輪が広がります。

しかし、デメリットも抱えています。一つはプライバ
シーの問題です。
見知らぬ人が入ってきたら？と不安を抱える人も
います。また性犯罪のリスクも懸念されています。

多くの人が利用し多様性を受け入れる象徴とも
いえるトイレ。
今後、私たちのジェンダーレスの理解と利用者の
フィードバックによる企業努力によって、トイレの形も
変わっていくのでしょう。
誰もが使いやすい快適なトイレが普及するといい
ですね。
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